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【はじめに】
　私が「健康食品管理士」を知るきっかけは「Medical Academy News 2004/6/11」で、11月７
日に初回認定試験を実施する。これに向け日本臨床検査技師会とともに、既卒者を含めた講習会
の開催を計画しているとのことであった。私は若い頃に食用油メーカーの試験課（原料・製品分析）
に勤務した経験があり食品全般に興味がありました。また、勤務している大学病院でもNST委
員会が発足し、臨床検査部からも参加することになり院内研修を受けておりました。早速、イン
ターネットを利用して受講申し込みをし、平成16年８月28日と29日の２日間（専門学校 東洋公
衆衛生学院）に食品学、食品衛生学、健康食品総論、健康食品各論、栄養化学、医薬品と健康食
品、疾患と健康食品および、関係法規を受講いたしました。２日間ビッシリの講義でかなり疲れ
たことを記憶しております。その後は、試験当日まで何とか仕入れた知識を逃がさない工夫をし
ながら第１回の試験（会場；東京医科歯科大学）に臨みました。結果は12月１日付けで、試験合
格でなく「健康食品管理士としての能力があると判定されました」でした。早速、認定協会へ登
録を行い、平成17年１月１日に晴れて「健康食品管理士」になりました。

【支部活動】
　関東支部の立ち上げは、平成20年11月24日に東京医科歯科大学にて戸塚 実支部長のもとに各
都県の幹事が集合して初会合が行われ、翌平成21年２月１日に学術総合センター（一橋記念講堂）
において設立総会と関東支部研修会を開催した。その後正式に関東支部として活動が開始され、
私は栃木県の幹事として支部会に参加することになりました。幹事には薬剤師、管理栄養士と臨
床検査技師で、教育機関、病院勤務、製薬メーカー等、幅広い分野から参加されています。栃木
県でも研修会等の準備に必要な人材を確保するためにお願いをすることに致しましたが予想以上
に難航（とほほ体験；某職場に電話し該当の方が電話口に出られ「私、健康食品…」ガチャ）し
ましたが、３名の方にお手伝い頂けることになり安堵したことを思い出しております。関東支部
は１都８県で、会員数も全国支部のなかで一番多く、支部としての研修会のほかに都県毎（茨城
県と山梨県は担当幹事を置いていないので当分の間行わない）に研修会を行うことになり、栃木
県でもその準備に取りかかりました。まず会場の確保と開催日の決定で、群馬県（栃木県の隣県）
が春に開催とのことで秋に開催することにしましたが、秋は関係学会の集会があり重ならない日
を選ぶのに苦労いたしました。会場選びは予算の関係で公的機関、安価な場所、さらに交通手段
が限られるため無料駐車場完備が絶対条件で、これが結構たいへんでした。
　次に、講演内容と講師選びが、日常業務に直接関係しない領域のため人脈が乏しく難儀いたし
ました。いきおい新聞を始め各種メディアの広告から選択して電話攻勢を掛けやっと３演題を決
めることができました。本部では「学術的な内容を」とのことのようでしたが、学術色の濃い内
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